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はじめに



炎上とは？

炎上

「炎上」は、インターネットや

SNSで特定の人やことに対し

て、たくさんの人が悪いことを

言ったり、投稿したりすることで

す。
炎上すると、その人やことに関

係する情報がとても早く急に広

がり、多くの人が反応すること

になります。



これは何の数字だと思いますか？

1,570  



これは、2022年に炎上した数です。

平均すると１日に4.3件炎上している計算

になります。

1,570 件*  

*出典：シエンプレ デジタル・クライシス総合研究所
           「デジタル・クライシス白書2023」



炎上は人ごとだと思いますか？

炎上



この授業のゴールは、

SNSは使い方しだいで、あなたや

あなたの家族、他の人にとって大

変なことが起こるかもしれない！

ということを、わかってもらうことで

す。
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WORKSHOP
（ 5 分 ）

友達に注目してもらいたくて、レストラン

でちょっとイタズラする様子を撮った動画

をSNSにアップしました。

さて、この後どんなことが起こると思いま

すか？各グループで相談して、発表して

ください。



もし炎上したら・・・



びっくりするくらい早いスピードで、世
界中に情報が広がります。



もしお店の評判が下がり、風評被害で商売が

立ち行かなくなれば、いたずらしたレストラン

から「損害賠償請求」という法的請求をされ、

不法行為としてお金をたくさん払うことになる

かもしれません。

未成年なら、あなたの家族や保護者がこのお

金を払うことになるかもしれません。

迷惑行為は「犯罪」になる可能性があります！

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ふうひょう    ひがい            

　　　　　　　　　　　　　　   そん がい  ばい しょうせいきゅう　　　　　　　　　　ほうてき    せい

きゅう　　　　　　　　　     ふ   ほう 　こう  い           

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほ   ご  しゃ          



さらに、投稿したSNSを消したとしても、「デジタ

ルタトゥー」といって、投稿がずっとインターネット

上に残るかもしれません。

これにより、知らない人から嫌がらせをされるか

もしれません。あなたの家族が仕事をクビになっ

たりするかもしれません。また、大きくなったと

き、仕事をしたいと思う会社に入れなかったり、

好きな人に結婚を断られたりするかもしれない

のです。

迷惑行為は「犯罪」になる可能性があります！



WORKSHOP
（ 5 分 ）

ある芸能人が昔犯罪をしたと、ニュースで話題になっ

ています。この芸能人の公式アカウントにはたくさん

の人が批判するコメントが書きこまれています。あな

たも他の人と同じように悪ふざけで、自分の捨てアカ

ウントで「殺す」とコメントしました。

さて、この後どんなことが起こると思いますか？各グ

ループで相談して、発表してください。



「殺す」「こらしめる」などの投稿は、それ自体が犯罪行為その

ものであり、威力業務妨害や脅迫、強要、名誉毀損、侮辱と

いった大きな罪になる可能性があります。

いずれも逮捕されたり、刑事裁判で実刑になりうる重大な犯

罪行為で、後から「冗談でした」といいわけしたところで許され

るレベルではありません。

警察に刑事事件として扱われたり、民事訴訟でお金を請求さ

れるかもしれません。

誹謗中傷は「犯罪」になる可能性があります！

　　　　　　　　　　　　　　　　　  いりょくぎょうむぼうがい      きょうはく　きょうよう　めいよ

 き そん        ぶじょく   

　　　　　　　たいほ　　　　　　　　　　けいじさいばん　　じっけい　

　はんざいこうい         

ひぼうちゅうしょう

　　　　　  けいじ    じけん                            　　　　　　　　　　　みんじそしょう            



さらに、

ただの「転載」や「リツイート」でも、たとえその拡散

に悪気がなくても、賠償責任が発生する可能性が

あります！

誹謗中傷は「犯罪」になる可能性があります！

誹謗中傷とは、言葉で侮辱や脅迫をしたり、デ

マや嘘を言いふらしたりして他人を傷つけたり

することです。

　　　　　　　　  てんさい

　　　　かくさん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ばいしょうせきにん　

ひぼうちゅうしょう

ひぼうちゅうしょう　　　　　　　　　　　　　     ぶじょく　　きょうはく
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WORKSHOP
（ 5 分 ）

ネットやSNSに何かを投稿すると

き、どんなことに気をつければいい

と思いますか？

各グループで相談して、発表してく

ださい。



例えば

「その投稿を自分の家の玄関ドアに貼れるか」

その光景を想像して、投稿するかどうかを決める

「目の前にその人がいても同じことが言えるか」

その光景を想像して、投稿するかどうかを決める



表現の自由という責任

表現の自由とは、何を言ってもよい、何を

しても許されるという意味ではありませ

ん。

何を言っても自由、どんな動画を撮っても

自由だけど、それは「他の人に迷惑をか

けない限り」というのが表現の自由です。



ネットと現実は変わりません

最近の法改正で、投稿した人間が誰な

のかを確認する手続きがよりスムーズ

に行えるようになりました。ネットは身分

がバレる場所です！

つまり、名札を付けて街を歩いているこ

とと同じということです！

　　　　　　     ほうかいせい
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もしも、自分が被害にあったら

まずは、早めに信頼できる大人に相談しましょう。

もし、自分の名誉やプライバシーにかかわる権利や、肖

像権などが犯された場合、サイト管理者などに対して削

除などをお願いするときは、 インターネット上での、違法・

有害情報相談センターに相談できます。相談自体は無料

で、具体的な削除依頼のやり方などをアドバイスしてもら

えます。また、各地の弁護士会の法律相談センターな

ど、弁護士に相談してみることも有用です。

　　　　　　　　  　　  めいよ

　　しょうぞうけん　　　　    お　　　　　　　　　　

　　　　　　　　  　　  　いほう　　ゆうがいじょうほうそうだん

　　　　　　　さくじょ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   さくじょいらい

　　　　　　　ゆうよう



88133 538

Ihttps://ihaho.jp/

違法・有害情報相談センター

誹謗中傷ホットライン
（セーファーインターネット協会）

0120-0-78310

24時間子供SOSダイヤル
（文部科学省）

相談できる所

https://www.saferinternet.or.jp/bullyin
g/information/
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